
住田町中心地域活性化基本計画（概要版）  平成23年度に中心地域活性化構想を策定し、平成26年度に構想を具現化するため基本計画を策定しました。 

■藩政時代の気仙郡の中で世田米村の規模は、
人口、生産高で、トップクラス 

右図は、世田米村絵図は文政５年（1822）９月の藩政時代につくられたもので、

盛街道がつながるＴ字路を挟んで、南北に伸びる様は現在とあまり変わらぬ町
並みを意識させます。 

世田米の町並みで特徴的な景観の１つが、町家の妻入屋根の並び。 
現在、古い形状を残している町家の８割が妻入りです。 

巖手縣陸前國氣仙郡世田米村字世田米驛繪圖 

現在も残る世田米の町割り 

右下の絵図は明治８年（1875）頃の地割

図です。北側町の入口がカギ型に曲がっ
ていること、通りの中央に水路が描かれ
た貴重な資料。昭和41年（1966）調査の

世田米駅の公図を同じ縮尺で比較する
と、街道筋沿いの間口幅はかなり正確に
一致し、現在でも当時とほぼ変わらぬ地
割りが残っていることがわかります。 

柳田國男の見た世田米 

大正15年 

世田米の歴史・町場の変遷・歴史的資源 

古写真による変遷 

■町家の特徴  
・板葺の、たっぷりとした妻入の家 
・何れも障子の立つ二階に手摺を附け 

・屋の棟には勝男木の名殘と見える單純な装飾。道路に面した一
端だけに一様に附てある。 
■町並みのルール 
・貧富の差は有っても家の造りは全く１つである。 

 

「其れにつけても世田米は感じの好い町であった。」 

大正期 
昭和40年頃 

 

柳田國男の見
た同時代写真 
大正15年 
 

旧菅野家 

初代伊太郎は、明治36年（1903）７月に父林助よりこの土地建物を贈

与。県議会議員を務めたほか、馬主や森林地主、また製糸場等の設立
など実業家としての面もありました。大正15年（1962）10月５日に死亡し

たため、長男の弥之助が家督相続することとなり、翌昭和２年に二代目
「伊太郎」に改め、菅野家の当主となります。県議会議員、公安委員長
等を務めるとともに、家業も繁栄させました。 
旧菅野家は大正10年（1921）当時、帝国生命の代理店の他、砂金など

の金銀冶金商、米雑穀商、養蚕繭仲買人の看板を上げ、店舗兼住まい
として使われていた。使用人は番頭以下10人ほど、他に耕作人２人、米
雑穀販売等の番頭２人、女中２人等がいたという。 

菅野邸正面・明治期 

2015．7．31 
企画財政課 

農産44% 

74,264円 

特用農2% 

3,925円 

果実1% 

1,210円 

 

33% 

56,780円 

畜産3% 

5,777円 

林業12% 

21,197円 

水産0.2% 

331円 
工産4% 

6,988円 

明治44年世田米村総生産額 

170,471円 

養蚕 

 

農産21% 

175,648

円 

養蚕33% 

272,057

円 

園芸4% 

29,262円 

畜産3% 

22,621円 

林業27% 

224,636

円 

鉱産0% 

1,413円 

水産1% 

11,877円 

工産11% 

93,888

円 

大正15年世田米村生産額 

831,402 

農産27% 

368,131

円 

養蚕20% 

268,202

円 

園芸3% 

42,558円 

畜産4% 

55,681円 

 

林業34% 

471,108

円 

鉱業7% 

96,014円 

水産1% 

19,210円 

工産4% 

48,712円 

昭和14年世田米村生産額 

1,369,616 

江戸時代に拓かれた五街道（東海道、中仙道、日光街道、奥州街道、甲州街
道）から、各地へつながる街道を脇街道と呼びます。内陸の水沢から、海岸沿
いの盛を結ぶ道筋は、かつて「盛街道」と呼ばれ、主要な交通路です。 
仙台藩には120余りの宿駅があり、その中で内陸部と沿岸部を結ぶという重要
な役割を果たしたのが世田米駅である。物品販売などに従事する人たちも集ま
り、商品物資の集散地として栄えました。 
現在も、盛街道、高田街道、遠野街道の交差点にあたり、特徴的な町家と土蔵
群の町並みが良く残っています。 

世田米の近代化を支えた産業 

農産 2.3倍 
養蚕 4.9倍 
畜産  4倍 
林業10.7倍 
工産13.4倍 

農産 2.1倍 
養蚕 0.9倍 
畜産 2.5倍 
林業 2.1倍 
工産 0.5倍 

約5倍 約1.6倍 

柳田國男は大正8年（1919）12月、貴族院書記官長辞任し、同9年8月東京朝日新聞
社客員となり、最初に明治三陸大津波25年後の沿岸を仙台から始まり、南から北へ

八戸の旅に出ます。その旅先の宿々で文章をしたためて、新聞に連載されたのが「豆
手帖から」として「雪國の春」に掲載されています。 
旧暦のお盆の8月15日に世田米を訪れ、７番地の山内旅館に宿泊します。 
■世田米駅の印象 

「基につけても世田米は感じの好い町であった。」「山の裾の川の高岸に臨んだ、到
底大きくなる見込みの無い古驛。色にも形にも旅人を動かすだけの統一がある。」 

大切にしたい宿駅としての歴史 



                    中心地域活性化基本計画 

全体の方向性 

 歴史的な町並みという残された空間的な資源を手掛かりに、地域社会の活性化、再生を図り、総合的な町づくりを
進めます。町の在り方は、「其につけても、世田米は感じの好い町であった」と、柳田國男が訪れてから95 年、「町を

作る人々」として看破した世田米の在り方を、活かしていきます。 

全体構想 

 気仙川沿いの谷部に半円状に広がる平坦部に、特徴的な地区がそれぞれあり、これを総体的に捉え、今回、再
生まちづくりの中核となる旧宿場町の歴史を持つ世田米駅周辺地区を中心とした町並み保存と活用を図ります。ま
た、このなかで地域の核施設として期待される住民交流拠点施設を整備し、まちづくり機運を高めるとともに、県内
外に発信します。 
  ・住民の住むことのこだわり、誇りが持てる  ・観光目的も含めた来訪者の増大と交流 
  ・雇用創出と定住化の促進             ・森林資源の活用の場の創出 

最終的には、この地区全体の魅力あるまちづくりに繋げていきます。 

まちづくり構想図 

①町家並み、蔵並み地区 
  歴史的な町並み保全と景観形成 
②世田米駅地区と連担する景観形成、  
  石垣と垣根の保全と景観形成 
③昭和橋、石垣を含む蔵並みの保全と気仙  
  川石垣護岸の景観形成 
④花の森公園 
  杉林との間の町の背景に彩りを添え、散   
  策路を整備し、生活に豊かさを加える 
⑤民家並み地区 
  バイパスから世田米駅の導入部にあた  
  り、背景の山地と歴史的環境の保全 
⑥新市街地形成地区 
  住田型住宅等での新市街地の景観形成 
  を推進、すでに進行している商業施設等 
  にも景観形成を促す、背景の山地の自然 
  的環境の保全 

【目的】  

地域に暮らす住民の住み続けること
の誇り、こだわりを再認識する機会と
なり、中心地域のもつ歴史的な魅力を
再発見し、育み、発信し、未来に継承
するための拠点づくりを目指します。 
①交流・観光人口の拡大 
②世代間交流の促進 

③文化、芸術の交流の促進 
【整備基本方針】 
①町民及び観光客が多目的利用 
②利便性が高く、訪れた人々に安ら 
ぎを 与える施設 

③住田らしさを発信する施設 

【施設の位置】 
旧菅野家 
世田米字世田米駅13番地1 
【既存建物の活用の考え方】 
修復、耐震補強工事等を行いながら 
活用します。 
①コミュニティ活動や文化芸術等の 
創造活動を促す 
②町の情報発信拠点 

③文化芸術活動に触れる 
④町外からの誘客を促す 

①歴史的な町並みを活用した 
まちづくりを進めます。 

・住民意識の醸成 
・伝統的建造物の保存 
・伝統技術者の養成 
②まちづくりの基本姿勢 
・「住んでよし訪れてよし」  
 住民主体のまちづくり 
③保存地区、修景地区の設定 

（仮称）花の森公園整備基本計画 

住田町の森林・林業の町を代表する場所、世田米地区の景観と町の背景とし
て、花の森公園（仮称）の整備を検討します。川向から世田米駅を望むと、気仙
川、土蔵、町家、山の順に並んでいます。町家の保存整備を主として掲げてい
ますが、その町家のキャンバスとなる山も重要視していく必要があります。 

中心地区の保存・修景計画 

住民交流拠点施設整備 


